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第
二
巻
　
雑
纂
　
元
國
書
官
彫

三
年
八
月
此
の
古
墳
群
の
登
堀
調
査
の
際
第
十
五
號
塚
に

同
仁
の
例
あ
り
し
以
外
に
學
界
の
注
意
を
惹
か
す
。
其
の

何
故
然
る
や
は
今
俄
に
決
お
難
ぎ
も
、
吾
人
更
に
調
査
を

進
む
る
に
從
ひ
て
之
を
朋
に
な
す
を
得
ん
か
。
（
梅
原
記
）

　
　
　
　
元
國
書
官
印

　
　
　
　
　
　
妙
齢
士
　
　
石
濱
純
太
郎

　
羅
叔
言
氏
の
近
著
，
晴
唐
以
來
官
印
集
存
」
の
中
に
、
元

の
國
書
バ
ク
．
ハ
文
字
の
官
印
を
著
録
す
る
も
の
、
凡
て
十

三
め
る
。
其
交
を
見
る
に
、
断
書
を
用
み
て
あ
る
が
、
凡

て
漢
字
の
音
諜
で
め
つ
て
、
風
語
を
用
み
て
居
無
い
。
幸

ひ
背
面
に
漢
字
文
が
刻
し
て
あ
る
か
ら
、
容
易
に
封
照
す

る
事
が
出
理
る
。
そ
れ
に
糠
っ
て
私
は
叢
に
之
を
讃
ま
う

ご
思
ふ
が
、
分
ら
な
い
所
が
多
い
か
ら
、
大
方
の
敷
を
請

ふ
次
第
で
あ
る
。

　
元
の
所
書
を
羅
馬
字
で
寓
す
に
曾
て
は
、
未
だ
一
定
の

方
法
も
無
い
様
で
あ
る
し
、
叉
聯
か
自
分
の
考
へ
も
あ
る

第
　
二
　
號
　
　
　
　
コ
一
山
ハ
　
（
ご
　
二
二
）

か
ら
、
厚
顔
し
い
が
自
分
勝
手
の
方
法
を
用
ゐ
把
。
便
宜

の
辛
め
に
、
印
に
は
官
印
集
存
の
排
列
の
順
序
に
從
っ
て

一
々
番
號
を
附
し
て
置
く
。
行
は
原
文
の
左
方
か
ら
の
次

第
に
從
っ
て
み
る
。
漢
字
断
郊
は
羅
氏
の
著
録
せ
ら
れ
た

背
　
文
に
櫨
っ
て
、
其
闘
卜
し
て
み
る
所
は
（
　
）
を
以
て

補
ひ
、
背
刻
に
は
無
い
が
選
書
に
め
る
所
の
字
は
〔
　
〕
を

以
て
増
し
て
澱
く
Q
背
山
の
無
い
の
は
私
の
當
て
沈
も
の

で
あ
る
〇

照
準
封
ハ

　
一
　
⑤
副
〔
す
藍
建

　
二
　
磐
ω
1
．
謬
銘

　
三
　
之
實

　
て
の
奇
型
な
三
墨
字
の
印
は
既
に
羅
氏
の
准
陰
金
石
僅

存
録
の
補
遣
に
著
録
さ
れ
て
ゐ
花
が
、
今
度
説
明
し
て
ゐ

ら
れ
る
様
に
中
央
行
は
西
藏
の
梵
字
で
め
つ
て
吉
鮮
の
語

で
あ
る
。
だ
か
ら
此
の
印
の
護
み
方
は
中
央
は
別
で
あ
っ

・
た
、
左
方
第
一
行
の
國
書
に
第
三
行
の
之
寳
の
漢
字
を
添



羅

ね
て
巧
む
の
で
あ
る
。
國
書
の
第
一
綴
は
皇
の
露
な
ざ
に

営
…
る
音
で
あ
る
。
層
次
は
一
得
ご
護
む
ぶ
き
か
二
綴
に
す

べ
き
か
分
ら
な
い
が
、
山
冨
囲
の
綴
り
も
お
か
し
い
か
ら
剛

志
こ
し
て
遣
い
た
。
全
体
で
何
の
字
を
當
て
る
べ
き
か
未

だ
定
め
得
な
い
〇

二
欝

　
一
　
伽
5
欝
潟

　
二
　
》
、
同
》
・
貯

背
刻
の
文
は
無
い
。
檎
管
は
印
で
あ
る
が
他
の
三
字
の
封
音

が
分
ら
な
い
。

三
癖
喋

　
一
　
頓
。
コ
聡
ぎ

　
二
　
2
ひ
σ
9
》
、
凶
自

四
癖
諜

　
一
　
〇
〇
ρ
ω
二
ニ

　
ニ
　
〇
三
昌
喚
写
氏
二

　
　
二
　
職
醗
三
躰
乱

総
把
印

二

軍
左
阿
蜜
豆

親
商
都

指
揮
使

第
二
管
　
雑
纂
　
元
國
書
官
即

“
撃

　
四
ω
三
び
竃
莞
｝
．
穿
　
　

蒋
百
戸
印

　
此
の
印
の
背
刻
文
は
羅
氏
が
書
芸
蓮
鳶
口
軍
事
使
丁
二

百
戸
印
云
々
．
こ
録
し
て
あ
る
が
、
．
恐
ら
く
誤
が
あ
を
で
あ

ら
う
ご
思
ふ
。
私
見
に
よ
っ
て
漢
字
を
當
て
、
假
．
い
た
。

元
史
族
百
官
志
に
本
官
は
見
ね
て
る
る
。

五
難
鑛

　
一
　
ρ
g
）
、
簿
一
旺
出
p

　
二
　
窪
慈
く
自

　
三
　
）
ま
、
三
ぴ
…
ゆ

　
四
9
団
訟
二
）
、
貯

六
菱
葉

　
一
　
の
。
忌
門
ぎ

　
二
　
團
〈
》
拶
9
0
鐸

　
三
　
ゆ
⊆
伽
爲
〉
㌔
三

愚
息
等

慮
武

勇
義
兵

百
戸
満

管
軍

下
千

戸
〔
所
〕
印

　
背
文
で
竃
「
所
」
の
字
・
が
門
，
之
」
の
字
こ
な
っ
て
み
る
が
、

國
書
で
は
「
算
し
で
あ
る
〇

七
群
ン
葉

軸
二
品
　
　
一
三
七
　
（
一
物
ニ
…
二
）
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第
二
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元
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書
　
官
　
印

いr

v二，

p

rr．　：

冨

er

K
A
＝

びq

o

crQ

二

八
癖
一
葉

　
一
　
同
ゴ
ヨ
》
§
艶
瓢
三
p

　
二
　
窪
忌
巳
弾
く
（
宏

　
一
ニ
　
ピ
ま
び
一
隠

　
四
σ
ミ
ρ
二
）
．
ぎ

恩
讐

正
百
戸

之
印

（
南
）
陽
等

腱
（
毛
）
（
胡
）

（
簾
）
義
兵

百
肩
’
印

本
官
に
就
て
は
元
轟
者
官
志
を
見
よ
。

九
群
誕

　
一
　
σ
q
O
嵩
σ
q
9
ρ

　
二
　
M
茎
長
σ
9
×
の
二

　
三
　
頴
）
”
貯

＋
把
叶
曝

　
八
ご
同
じ
も
の
で
あ
る
Q

十
一
，
荒
所
二
葉

　
一
　
冨
只
～
）
．
淳

管
軍

下
百
戸

〔
之
〕
印

9
・
9
ム

第
二
號
　
　
一
三
八
　
（
三
二
顕
）

　
二
　
血
写
9
偉
　
　
　
　
　
　
　
　
等
威

　
三
月
剛
ま
　
　
　
　
　
　
義
兵

　
四
　
げ
3
、
虐
〉
診
　
　
　
　
　
　
　
百
戸
印

　
背
丈
は
無
い
。
第
一
行
の
鋼
宇
を
残
念
乍
ら
未
だ
定
め

得
な
い
〇

＋
二
鑑
勉
旗

　
一

　
二

十
三

　
一

　
二

　
三

ゆ
。
頴
く

2
蚤
回
覧
P

附
五
五

葉
裏

　
コ
　
　
　
ぐ
　
　
　
　

σQ｛

ﾄ
描
旨
σ
q
拶
く

｝
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9
、
、
α
訊
9
餌
巳

ω
二
層
》
．
一
ゆ

二河
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憲
章
閣

二
士
墾

書
之
印

　
背
面
は
無
い
が
奎
章
閣
墾
書
之
印
ご
題
し
て
め
る
。
本

官
は
元
衆
族
）
頁
官
志
に
て
ゐ
・
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
無
雛
」


